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平
成
十
九
年
度

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
の
宇
多
津
町
一

般
会
計
予
算
は
、
五
二
億
七
千
百

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
金
額

で
、
二
億
七
千
三
百
万
円
、
率
で
、

五
・
五
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
新
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
委

託
料
（
二
億
九
百
万
円
）、
ま
た
、

工
事
が
本
格
化
す
る
「
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
」（
二
億
三
千
五

一
億
一
千
万
円
減
の
六
千
三
百
万

円
、
六
三
・
六
％
の
大
幅
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
交
付
税
改
革
に
よ

り
、
地
方
交
付
税
も
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
工

事
が
本
格
化
す
る
「
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
」
に
よ
り
、
国
庫
支

出
金
が
約
七
千
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

繰
入
金
、
町
債
に
つ
い
て
は
、

昨
年
と
比
較
し
て
ほ
ぼ
同
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（
性
質
別
）

歳
出
を
、性
質
別
で
見
ま
す
と
、

人
件
費
が
昨
年
と
比
較
し
て
約
四

百
万
円
減
の
十
二
億
三
百
万
円

で
、
全
体
の
二
二
・
八
％
を
占
め

て
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
物
件
費
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成
及

び
稼
動
に
伴
い
、
サ
ー
ビ
ス
対
価

と
し
て
の
委
託
料
が
新
た
に
発
生

し
た
た
め
、
二
七
・
三
％
増
の
八

億
五
千
四
百
万
円
で
、
一
六
・

二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

扶
助
費
に
つ
い
て
も
、
少
子
化

対
策
と
し
て
、
児
童
手
当
の
拡
充

な
ど
に
よ
り
、
七
億
六
千
五
百
万

円
で
一
四
・
五
％
を
占
め
て
い
ま

す
。主

な
事
業
及
び
新
規
事
業
と
し

て
は
、
別
表
①
の
と
お
り
で
す
。

本
格
化
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

平
成
十
七
年
度
か
ら
国
の
交
付

金
を
利
用
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
が
五
カ
年
計
画
の
中
間
年

に
当
り
、
工
事
な
ど
が
本
格
化
し

ま
す
。
昨
年
に
引
続
き
、
宇
夫
階

百
万
円
）
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い

る
た
め
、
今
年
度
は
、
大
幅
な
伸

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
、
町
税
（
住
民
税
・

固
定
資
産
税
）
が
全
体
の
五
四
・

八
％
を
占
め
、
二
八
億
九
千
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
伸
び
率
で
は
、

七
・
七
％
と
大
き
な
伸
び
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
か
ら
の

税
源
移
譲
に
伴
い
、
所
得
税
の
一

定
割
合
が
個
人
住
民
税
に
振
り
替

え
ら
れ
た
た
め
で
す
。そ
の
半
面
、

所
得
譲
与
税
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
地
方
譲
与
税
全
体
で
は
、

2

●
歳
　
入

（
グ
ラ
フ
①
）

●
歳
　
出

（
グ
ラ
フ
②
）

（単位：千円） 

まちづくり交付金事業 

道路橋りょう新設改良費 

水槽付消防ポンプ自動車購入事業 

旧給食センター解体等工事 

県営事業負担金 

宇多津幼稚園園舎修繕工事 

宇多津小学校耐震診断業務 

宇多津小学校施設改修工事 

ゴミ収集車購入事業 

田町地区急傾斜地崩壊防止工事 

宇多津中学校創立60周年記念事業 

232,000 

160,479 

52,000 

20,265 

10,000 

9,294 

8,550 

6,504 

6,300 

5,850 

1,388

別表① 
主要事業及び新規事業 

事　　業　　名 事業費 

地方譲与税 
63百万円 
1.2%

地方交付税 
310百万円 
5.9%

使用料等 
295百万円 
5.6%

繰入金 
302百万円 
5.7%

町債 
300百万円 
5.7%

各種 
交付金等 
254百万円 
4.8%

諸収入等 
175百万円 
3.3%

町税 
2,890百万円 
54.8%

19年度当初 
歳　入 

52億7千1百万円 

国県支出金 
682百万円 
13.0%

※維持補修費等…維持補修費・積立金・投資及び出資金・貸付金・予備費 

維持費補修費等 
153百万円 
2.9%

人件費 
1,203百万円 
22.8%

扶助費 
765百万円 
14.5%

公債費 
463百万円 
8.8%

物件費 
854百万円 
16.2%

補助費等 
507百万円 
9.6%

繰出金 
670百万円 
12.7%

普通建設費 
656百万円 
12.5%

19年度当初 
歳　出 

52億7千1百万円 

歳　入

歳　出

グラフA

グラフB

（
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）



神
社
か
ら
新
町
に
向
か
う
町
道
西

町
網
の
浦
線
の
改
良
工
事
、ま
た
、

臨
海
公
園
再
編
整
備
実
施
設
計
業

務
及
び
同
工
事
を
中
心
に
事
業
を

行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
は
、
水

槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事

業
、
学
校
・
幼
稚
園
等
施
設
の
修

繕
・
小
学
校
耐
震
診
断
等
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

に
つ
い
て
は
、
別
表
②
の
と
お
り

で
す
。

・
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
八
時

・
場
所

町
役
場
　
三
階

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会

@
49
―
８
０
１
３

自
家
用
車
が
な
い
等
で
、
外
出

す
る
の
が
不
便
な
高
齢
者
等
の
方

に
タ
ク
シ
ー
の
助
成
券
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
者
は
、
町
内
に
引
き
続
き

一
年
以
上
住
所
を
有
し
、
現
に
交

通
手
段
等
が
な
く
て
困
っ
て
い
る

場
合
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
す
。

●
満
七
十
五
歳
以
上
の
方

●
身
障
手
帳
一
級
、
ま
た
は
、
二

級
の
方

●
療
育
手
帳
¿
、ま
た
は
、Ａ
の
方

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
町
保
健
福

祉
課
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

引
換
え
に
助
成
券
を
お
渡
し
し
ま

す
。年

間
交
付
額
は
、
五
〇
〇
円
の

助
成
券
を
二
十
枚
で
計
一
万
円
分

に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
３

任
期
満
了
に
伴
う
同
選
挙
が
次

の
と
お
り
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
投
票
日
時

四
月
八
日
∂

午
前
七
時
〜
午
後
八
時

▼
期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
な
ど
で
投
票
所

へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

・
期
間

四
月
七
日
º
ま
で

・
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
八
時

・
場
所

町
役
場
　
三
階

任
期
満
了
に
伴
う
同
選
挙
が
次

の
と
お
り
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
告
示
日

四
月
十
七
日
∏

▼
投
票
日
時

四
月
二
十
二
日
∂

午
前
七
時
〜
午
後
八
時

・
期
間

四
月
十
八
日
π
〜
二
十
一
日
º

3

「
県
議
会
議
員
選
挙
」
日
程

「
町
議
会
議
員
選
挙
」
日
程

（単位：百万円） 

別表② 

特別会計 

特別会計名 

国民健康保険特別会計 

老人保健特別会計 

介護保険特別会計 

下水道事業特別会計 

18当初予算額 

1,140 

1,303 

771 

1,081

19当初予算額 

1,306 

1,237 

772 

943

（単位：百万円） 水道事業会計予算 

項      目 

収益的収入及び支出 

収入 

375

支出 

362

投票区名 

第５投票区 

第２投票区 

第３投票区 

第４投票区 

第１投票区 

第８投票区 

投票所設置場所 投票区の区域 

大橋コミュニティー分館 

坂下西コミュニティー分館 

宇多津町町民コミュニティー会館 

宇多津北小学校体育館 

第７投票区 
・県議会議員選挙は鍋谷コミュニティー分館 
・町議会議員選挙は津の郷コミュニティー分館 

第６投票区 田町コミュニティー分館 

中央コミュニティー分館 

山下・本町コミュニティー分館 

かじや町、伊勢町、水主町、 
栄町、浜町、幸町、西町東、 
西町中、横町 

北浦、大橋、新開（一部） 

坂下東、坂下西、平山、新開 

向山、岩屋、新町、今市、 
浦町、倉の前、中村 

大門、本町、山下、田町北 

田町南、長縄手、十楽寺、 
三菱化学団地 

 
 

宇夫階、 
新都市内（浜一番丁～浜九番丁） 

鍋谷、津の郷、沼の池 

各選挙の投票場所 

平
成
十
九
年
度
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度



七
十
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た

と
き
、
こ
れ
ま
で
は
、
医
療
費
の

三
割
、
ま
た
は
、
二
割
を
全
額
負

担
し
、
後
か
ら
申
請
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
額
（
高
額
療
養
費
）
が
支
給
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
、「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
こ
と
で
、
入
院
時
の
窓
口
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
に
な

り
ま
す
（
七
十
歳
以
上
の
人
は
既

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
）。

入
院
前
に
認
定
証
の
申
請
を

自
己
負
担
限
度
額
に
は
世
帯
の

所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
複
数
の
区

分
が
あ
り
ま
す
（
下
表
参
照
）。

そ
の
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
を
医

療
機
関
の
窓
口
で
適
用
す
る
た
め

に
認
定
証
が
必
要
で
す
の
で
、
入

院
前
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

四
月
二
日
∑
か
ら
申
請
を
受
付
け

ま
す
。

▼
申
請
す
る
と
き
に
必
要
な
物

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
す
で
に
交
付
を
さ
れ
て
い
る
人
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
１

二
十
歳
に
な
る
と
、
学
生
も
国

民
年
金
へ
の
加
入
及
び
保
険
料
の

納
付
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
収

入
が
な
い
場
合
が
多
い
た
め
、
国

民
年
金
制
度
で
は
、
在
学
中
の
保

険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
後

払
い
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
学
生

大
学
、
専
門
学
校
、
各
種
学
校

等
の
定
め
ら
れ
た
教
育
施
設
に

在
学
し
て
い
て
、
学
生
本
人
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方
。

▼
申
請
手
続
き
は

住
民
票
の
あ
る
市
町
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
、
学
生
証
、
年

金
手
帳
等
を
持
参
し
て
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
手
続
き

は
毎
年
度
必
要
で
す
。

▼
承
認
期
間

四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
で

す
。
前
年
度
承
認
を
受
け
て
い

る
方
も
、
今
年
度
も
申
請
す
る

場
合
は
再
度
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
承
認
さ
れ
た
期
間
は

①
年
金
を
受
け
る
た
め
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
、
事
故
や

病
気
に
よ
る
障
害
、
死
亡
等
の

「
万
一
の
場
合
」
を
保
障
す
る

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
、
安

心
で
す
。

②
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
は
、

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

③
承
認
期
間
の
保
険
料
は
、
十
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
追
納
（
後
払

い
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
の
計
算
に
反
映
さ
れ

ま
す
の
で
、
卒
業
後
は
必
ず
追

納
し
ま
し
ょ
う
。

※
追
納
額
は
、
承
認
を
受
け
た
年

度
か
ら
三
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
は
、
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

@
０
８
７
―
８
２
２
―
２
８
４
１

・
町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
０

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

南
海
地
震
。
地
震
被
害
は
も
う
決

し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
十

五
万
人
の
人
が
生
き
埋
め
に
な

り
、
そ
の
う
ち
十
一
万
五
千
人
は

自
力
で
脱
出
し
ま
し
た
。
で
は
、

残
り
の
三
万
五
千
人
は
ど
う
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
そ
の
七
十

七
％
が
ご
近
所
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。
救
助
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
素

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
し
て
い
る
人
に
は
認
定
証
を

交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
窓
口
で
医
療

費
の
三
割
、
ま
た
は
、
二
割
を
全

額
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

4

学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す

所得区分 
【自己負担限度額（月額）】 

一　　般 

上位所得者 

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円 

３回目まで ４回目以降 

44,400円 

83,400円 

（※2） 

（※1） 

80,100円＋医療費が267,000円を超えた場合は、 
その超えた分の1％を加算 

150,000円＋医療費が500,000円を超えた場合は、 
その超えた分の1％を加算 

（
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（※1）基礎控除後の総所得金額などが600万円を超える世帯。所得の申告をしていない人も上位所得者とみなされます。
（※2）過去12カ月間に、一つの世帯で支給が4回以上あった場合の4回目以降の限度額。

自
主
防
災
組
織
の

結
成
に
つ
い
て



早
く
動
く
、
そ
の
行
動
が
多
く
の

命
を
救
っ
た
の
で
す
。

今
年
度
、
二
つ
の
自
治
会
で
自

主
防
災
組
織
が
発
足
し
ま
し
た

が
、
現
在
の
結
成
率
は
三
十
六
％

（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
現
在
）

で
県
下
の
市
町
の
平
均
と
比
べ
る

と
下
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
組
織
を
結
成
し
た
い

の
だ
が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
等
、

疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課

@
49
―
８
０
１
３

平
成
十
六
年
に
発
生
し
た
全
国

各
地
で
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、

水
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
当
町
は
、
一
級
河
川
で
あ
る

土
器
川
が
氾
濫
し
た
と
き
に
は
浸

水
想
定
区
域
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
等
を
作
成
し
、
住
民
の

方
々
へ
の
周
知
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

当
町
に
洪
水
を
も
た
ら
す
破
堤

ポ
イ
ン
ト
は
、
丸
亀
市
土
器
町
東

身
体
障
害
者
の
方
の
た
め
に
使

用
さ
れ
る
軽
自
動
車
に
つ
い
て

は
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

軽
自
動
車
税
を
減
免
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
減
免
の

対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲
を
次
の

と
お
り
一
部
拡
大
し
ま
す
。

▼
拡
大
す
る
障
害
の
範
囲

（
赤
字
が
変
更
箇
所
）

▼
減
免
の
要
件

身
体
障
害
者
本
人
が
使
用
す
る

軽
自
動
車
（
本
人
運
転
）、
も
し

く
は
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害

者
・
精
神
障
害
者
と
生
計
を
同
じ

く
す
る
人
ま
た
は
常
時
介
護
す
る

人
が
、
主
と
し
て
障
害
者
の
た
め

に
使
用
す
る
軽
自
動
車
（
家
族
運

転
）
な
ど
に
つ
い
て
、
平
成
十
九

年
四
月
一
日
現
在
、
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
れ
ば
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
軽
自
動
車
の
所
有
名
義
が
、
障

害
者
本
人
ま
た
は
同
一
生
計
の

家
族
で
あ
る
。（
た
だ
し
、
十

八
才
以
上
の
場
合
は
本
人
名
義

に
限
る
。）

②
生
計
同
一
者
・
常
時
介
護
者
が

運
転
（
家
族
運
転
）
の
場
合
、

使
用
目
的
な
ど
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
。

③
障
害
の
程
度
が
一
定
以
上
で
あ

る
。
本
人
運
転
と
、
生
計
同
一

者
・
常
時
介
護
者
運
転
（
家
族

運
転
）
と
で
は
異
な
り
ま
す
。

④
他
に
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
。

※
平
成
十
八
年
四
月
二
日
以
降
に

軽
自
動
車
を
取
得
し
、
自
動
車

取
得
税
の
減
免
が
承
認
さ
れ
て

い
る
場
合
も
手
続
き
が
必
要
で

す
。

▼
申
請
期
間

五
月
七
日
∑
〜

五
月
二
十
四
日
∫

▼
必
要
書
類

身
体
障
害
者
手
帳
、
自
動
車
検

査
証
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

@
49
―
８
０
０
４

三
丁
目
か
ら
飯
野
町
に
か
け
て
で

あ
り
ま
す
。
土
器
町
東
三
丁
目
の

場
合
は
、
浜
五
番
丁
・
浜
六
番
丁

に
約
二
時
間
後
に
、
ま
た
飯
野
町

の
場
合
も
、
二
時
間
後
に
津
の
郷

地
区
・
鍋
谷
地
区
・
沼
の
池
地
区

に
浸
水
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
十
八
年
四
月
に
は
、
南

海
・
東
南
海
地
震
が
同
時
発
生
し

た
場
合
の
浸
水
想
定
区
域
図
、
ま

た
高
潮
被
害
想
定
区
域
等
の
記
載

し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。
浸
水
想
定
区
域
、
避
難
場
所

等
の
確
認
を
し
、
今
後
の
防
災
対

策
に
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
務
課
に
お
い

て
閲
覧
が
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課

@
49
―
８
０
１
３

5

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
の

改
正
に
つ
い
て

障害の区分 

視　覚　障　害 

上肢不自由 

下肢不自由 

障　害　の　級　別 

本人運転 家族運転 

現　行 

１級～４級の１ 

１級～２級の２ 

１級～４級の１ 

１級～３級の１ 

１級～ 
２級（両上肢） 

１級～ 
３級（両下肢） 

１級～２級の２ 

１級～４級 

１級～２級 

１級～４級 

１級～２級 

１級～３級 

１級～２級 

１級～３級 

１級～２級 
１級～ 

２級（両上肢） 

改正後 

変更なし 

変更なし 

現　行 改正後 

【身体障害者手帳をお持ちの方】 

乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の 

脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障
害 

上肢機能 

移動機能 

２級の３又は 
４に該当し、 
かつ、下肢３ 
級又は４級の 
重複を含む。 

（注）上記以外の障害区分並びに戦傷病者手帳をお持ちの方および精神・知的障害者の 
　　　方については、これまでと変更ありません。 

土
器
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
公
表
に
つ
い
て



6

平
成
十
九
年
度
固
定
資
産
税

（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
）
の

計
算
の
基
礎
と
な
る
価
格
の
縦
覧

及
び
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

四
月
二
日
∑
〜

五
月
三
十
一
日
∫

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
・
閲
覧
場
所

税
務
課

▼
必
要
な
も
の

印
鑑
、
本
人
が
納
税
義
務
者
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
納
税

通
知
書
や
免
許
証
、
借
地
人
、

借
家
人
の
方
は
賃
貸
契
約
書
、

ま
た
は
、
賃
借
料
等
を
払
い
込

ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
領
収
書
等

が
必
要
で
す
。
代
理
の
場
合
は

本
人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

@
49
―
８
０
０
４

同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
真
摯

に
取
組
ん
で
い
る
運
動
団
体
で
、

こ
の
よ
う
な
高
額
図
書
等
の
売
込

み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、「
え
せ
同
和
行
為
」

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ

い
。も

し
、
こ
の
よ
う
な
事
象
が
あ

っ
た
場
合
は
、
毅
然
と
し
た
態
度

で
は
っ
き
り
断
り
、相
手
の
氏
名
、

団
体
名
、
電
話
番
号
等
を
メ
モ
し

て
お
き
、
町
住
民
生
活
課
へ
直
ち

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
@
49
―

８
０
０
０
）

ま
た
、「
え
せ
同
和
行
為
」
の

相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局

@
23
―
０
２
２
８

・
町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
０

・
町
教
育
委
員
会

@
49
―
８
０
０
７

・
県
中
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

@
63
―
９
６
０
０

・
県
警
察
本
部
悪
徳
商
法
一
一
〇
番

@
０
８
７
―
８
３
３
―
９
４
４
９

昔
、
う
そ
こ
き
の
名

人
が
死
ぬ
前
に
「
俺
の

寝
て
い
る
床
下
に
、
八

百
両
か
く
し
て
あ
る
」
と
言
い
、

そ
れ
を
目
当
て
に
看
病
し
、
立
派

な
葬
式
ま
で
出
し
た
男
。
一
段
落

し
て
、
床
下
を
掘
っ
て
み
る
と
、

壷
が
出
て
き
た
。
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
開
け
て
み
る
と
、「
八
百
両
」

と
書
い
た
紙
が
入
っ
て
い
た
と
い

う
話
。
こ
れ
が
う
そ
八
百
の
語
源

と
い
う
の
が
そ
も
そ
も
う
そ
く
さ

い
話
。
昔
話
や
民
話
は
、
こ
ん
な

う
そ
話
の
宝
庫
で
す
。

お
月
様
に
は
か
ぐ
や
姫
や
う
さ

ぎ
が
住
ん
で
い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
来
る

し
、
灰
を
ま
い
た
ら
枯
れ
木
に
花

が
咲
く
の
で
す
。
犬
が
片
足
あ
げ

て
お
し
っ
こ
す
る
の
は
、
そ
れ
が

神
様
か
ら
貰
っ
た
大
事
な
足
だ
か

ら
、
つ
ば
め
が
土
や
虫
ば
か
り
食

べ
て
、
す
ず
め
が
お
米
を
食
べ
る

の
は
神
様
が
賞
罰
を
与
え
た
か
ら

…
。

ウ
ソ
を
う
そ
と
承
知
で
信
じ
る

と
い
う
の
は
、
高
級
な
精
神
活
動

で
す
。
子
ど
も
は
、
そ
の
気
に
な

っ
て
劇
あ
そ
び
や
ご
っ
こ
あ
そ
び

を
楽
し
み
ま
す
。
積
み
木
が
船
に

な
っ
て
、
嵐
が
き
た
ら
必
死
に
船

を
漕
い
だ
り
、
友
だ
ち
と
ど
う
し

よ
う
こ
う
し
よ
う
と
、
そ
の
世
界

に
ひ
た
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
ウ
ソ

に
よ
っ
て
経
験
し
た
「
苦
難
を
乗

り
越
え
た
充
実
感
」「
友
だ
ち
と

の
連
帯
感
」
な
ど
は
本
物
で
、
ユ

ー
モ
ア
や
未
来
を
信
じ
る
自
信
な

ど
、
様
々
な
力
を
強
め
育
ん
で
い

き
ま
す
。
想
像
力
の
豊
か
な
幼
児

期
に
、
昔
話
や
民
話
、
わ
ら
べ
う

た
な
ど
に
親
し
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

広
報
う
た
づ
一
月
号
で
「
同
和

を
か
た
る
悪
徳
商
法
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
」
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、

本
町
に
お
い
て
も
、
二
月
十
五
日

に
事
業
所
に
対
し
て
、
電
話
に
よ

る
同
和
問
題
の
支
援
を
口
述
と
し

た
高
額
図
書
等
の
購
入
依
頼
を
行

う
「
え
せ
同
和
行
為
」
事
象
が
発

生
し
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
、
氏
名
並
び
に
団

体
名
を
名
乗
る
こ
と
も
せ
ず
「
差

別
を
ご
存
知
で
す
か
、
私
た
ち
は

同
和
問
題
を
支
援
す
る
た
め
、
差

別
問
題
の
冊
子
を
作
成
し
、
販
売

し
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
訪
問

し
て
購
入
の
お
願
い
を
す
べ
き
で

あ
る
が
、
電
話
で
購
入
を
お
願
い

し
た
い
。
寄
附
の
お
願
い
で
は
失

礼
な
の
で
、
冊
子
を
購
入
し
て
も

ら
っ
て
寄
附
に
か
え
て
い
る
。」

と
い
う
内
容
の
電
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
電
話
応
対
を
し
た
方
が
、

毅
然
と
対
応
し
た
た
め
、
被
害
に

は
あ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
、
こ
の
よ
う
な
「
え
せ
同

和
行
為
」
が
県
下
で
も
多
発
し
て

い
ま
す
の
で
、
充
分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
等
の

縦
覧
・
閲
覧

多
発
す
る
「
え
せ
同
和
行
為
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ñ
ñ

人
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
V

ñ
ñ
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三
月
十
三
日
、
谷
川
実
町
長
、

藍
川
佳
津
樹
町
議
会
議
長
、
宮
本

昭
司
教
育
委
員
長
を
は
じ
め
、
多

数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
得
て
、

平
成
十
八
年
度
の
卒
業
証
書
授
与

式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

●
卒
業
証
書
授
与

今
年
度
は
、
宇
中
聖
歌
隊
に
よ

る
「
仰
げ
ば
と
う
と
し
」「
贈
る
言

葉
」
等
の
合
唱
の
な
か
、
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
が
、校
長
か
ら
直
接
、

卒
業
証
書
を
受
取
り
ま
し
た
。

答
辞
　
増
田
勇
人
さ
ん

合
唱
「
名
づ
け
ら
れ
た
葉
」

指
揮
　
増
田
勇
人
さ
ん

伴
奏
　
宮
本
　
歩
さ
ん

●
全
校
合
唱

別
れ
を
惜
し
み
合
い
な
が
ら
、

卒
業
生
・
在
校
生
が
一
体
と
な
っ

て
、
式
場
に
歌
声
を
響
き
渡
ら
せ

ま
し
た
。

合
唱
「
大
地
讃
頌

さ
ん
し
ょ
う
」

指
揮
　
渡
部
吏
奈
さ
ん

伴
奏
　
宮
本
彩
加
さ
ん

●
校
歌
斉
唱

卒
業
生
・
在
校
生
に
加
え
、
教

職
員
も
一
体
と
な
っ
て
斉
唱
。
保

護
者
の
皆
様
の
な
か
に
は
、
生
徒

と
一
緒
に
歌
い
た
い
と
思
わ
れ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
は
…
。

●
卒
業
生
退
場

最
高
の
卒

業
式
を
創
り

あ
げ
た
卒
業

生
は
、
胸
を

張
っ
て
、
新

た
な
る
世
界

へ
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

生
徒
会
本
部
役
員
を
中
心
に
、

ユ
ニ
セ
フ
募
金
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
学
校
だ
け
で
な
く
、
各
種
の

催
し
も
の
の
会
場
に
出
向
く
と
、

地
域
の
方
々
か
ら
も
多
数
ご
協
力

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
万
一
千
人
以
上
の
子

ど
も
た
ち
に
ポ
リ
オ（
小
児
麻
痺
）

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
・
投
与
で
き
る

ほ
ど
多
額
の
現
金
を
お
預
か
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
月
十
五
日
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ

協
会
香
川
県
支
部
事
務
局
長
の
橋

田
行
子
氏
が
、
本
校
に
お
越
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
の
で
、
一
・
二
年

生
が
見
守
る
な
か
、
お
預
か
り
し

た
現
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

橋
田
氏
か
ら
、「
こ
の
お
金
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部

に
送
り
、
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
を
救
う
た
め
に
使
わ
せ
て
頂
き

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
温
か
い
心
に

本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
の

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

●
在
校
生
総
代
送
辞

校
長
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
卒

業
生
に
対
し
て
餞
（
は
な
む
け
）

の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
後
、
在
校
生

の
感
謝
と
激
励
の
気
持
ち
が
、
卒

業
生
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

送
辞
　
小
西
騰
太
さ
ん

合
唱
「
旅
立
ち
の
日
に
」

指
揮
　
山
田
　
潤
さ
ん

伴
奏
　
中
野
菜
津
美
さ
ん

●
卒
業
生
総
代
答
辞

巣
立
ち
行
く
卒
業
生
の
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
教
職

員
へ
の
感
謝
の
想
い
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
後
輩
へ
の
励
ま
し

の
言
葉
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行

h
温
か
い
心
fを

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

宇中聖歌隊
うちゅうせいかたい

橋田事務局長



町
子
連
主
催
の
科
学
の
不
思
議

教
室
を
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。

県
サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
丹
下
善
弘
氏
を
講
師
に
招
き

「
鉄
が
燃
え
る
！
ホ
カ
ホ
カ
カ
イ

ロ
を
作
ろ
う
」
と
題
し
、
子
ど
も

た
ち
が
実
験
を
通
し
て
カ
イ
ロ
が

な
ぜ
温
か
く
な
る
の
か
、
そ
の
し

く
み
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
は

じ
め
に
「
鉄
は
燃
え
る
の
か
？
」

を
テ
ー
マ
に
針
金
や
鉄
粉
な
ど
を

火
に
か
ざ
し
て
み
て
燃
え
る
か
ど

う
か
実
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

火
を
使
わ
ず
に
発
熱
さ
せ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
子
ど
も
た

ち
の
予
想
や
考
え
を
聞
き
な
が
ら

実
験
を
進
め
て
い
き
、
最
後
に
市

宇
多
津
幼
稚
園
の
宝
物
の
一
つ

に
、
ル
イ
ス
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

「
争
い
ご
と
な
ど
し
な
い
で
、

み
ん
な
仲
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
に
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
仲
よ

く
す
る
の
が
大
切
」と
の
思
い
で
、

親
善
大
使
の
ル
イ
ス
ち
ゃ
ん
は
、

平
成
十
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
パ
ス

ポ
ー
ト
を
持
ち
飛
行
機
に
乗
っ
て

や
っ
て
来
ま
し
た
。そ
れ
で
園
は
、

毎
年
二
月
二
十
日
を
「
ル
イ
ス
ち

ゃ
ん
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
人
形
の
会
の
水
澤
さ

ん
が
、「
ミ
ス
香
川
」
が
渡
米
し
た

折
に
頂
い
た
と
い
う
人
形
を
、
ル

イ
ス
ち
ゃ
ん
の
友
だ
ち
人
形
と
し

て
連
れ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
人

形
の
会
の
石
井
先
生
他
、
会
員
の

方
も
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
歓
迎

会
を
し
ま
し
た
。
早
速
、
園
児
た

ち
に
名
前
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、「
メ
ア

リ
ー
ち
ゃ
ん
」と
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ル
イ
ス
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
並
ん
で
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
落
成
式

が
多
く
の
関
係
者
が
出
席
す
る
な

か
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
竣
工
し
た
施
設
の
概
要

は
、
鉄
骨
造
、
平
屋
建
て
、
床
面

積
一
、
五
七
九
・
八
一
㎡
で
、
一

日
あ
た
り
最
大
二
、
三
〇
〇
食
の

供
給
能
力
が
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
調
理
設
備
の
ド
ラ
イ
方

式
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
的
衛
生
管
理
に

よ
る
食
中
毒
の
防
止
、
ま
た
、
保

育
所
か
ら
中
学
校
ま
で
の
成
長
期

の
異
な
る
子
ど
も
た
ち
の
発
育
段

階
に
応
じ
た
三
種
類
の
献
立
や
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
に
対
応
し
た
特
別
食
（
除
去

食
）
の
提
供
等
、
安
全
・
安
心
な

学
校
給
食
の
実
現
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
給
食
開
始
は
、
四
月
四

日
の
保
育
所
か
ら
と
な
り
ま
す
。

町
体
育
指
導
委
員
会
主
催
の
第

二
回
キ
ン
ボ
ー
ル
教
室
が
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
の
は
、
宇
多
津

Ｕ
Ｓ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
（
参
加
者

十
六
名
）
で
す
。

販
の
カ
イ
ロ
と
同
じ
材
料
を
使
っ

て
、
自
分
た
ち
で
簡
単
な
カ
イ
ロ

を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

最
近
は
家
庭
で
も
学
校
で
も
マ

ッ
チ
を
使
う
こ
と
が
な
く
な
り
、

初
め
て
マ
ッ
チ
の
火
を
つ
け
た
子

ど
も
も
い
て
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
あ

た
り
ま
え
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る

物
の
し
く
み
を
知
る
こ
と
で
科
学

に
興
味
を
持
つ
子
ど
も
が
現
れ
、

こ
の
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
の
よ
う
に

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
発
明
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

町
子
ど
も
会

科
学
の
不
思
議
教
室

開
催

2/18

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

竣
工

2/22

メ
ア
リ
ー
ち
ゃ
ん

よ
う
こ
そ

宇
多
津
幼
稚
園
へ

2/20

8

キ
ン
ボ
ー
ル

初
体
験
！

2/23
（
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）



ま
た
、
大
き
な
ボ
ー
ル
を
一
人

で
は
支
え
に
く
く
て
も
、
み
ん
な

で
協
力
し
な
が
ら
支
え
る
と
簡
単

に
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
ヒ

ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
と
い

う
こ
と
で
、
な
か
ま
と
の
協
力
や

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
育
て
る
の
に
一

役
か
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。実

践
し
て
み
て
、「
ボ
ー
ル
が

思
っ
た
よ
り
大
き
く
重
か
っ
た
」

「
初
め
て
ボ
ー
ル
を
受
け
た
と
き

は
、
ボ
ー
ル
に
襲
わ
れ
る
よ
う
だ

っ
た
」「
見
て
い
る
以
上
に
運
動

量
が
あ
っ
て
な
か
な
か
ハ
ー
ド
な

ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
は
？
」「
年
齢

を
問
わ
ず
、
何
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
の

苦
手
な
人
に
で
も
主
役
に
な
る
チ

ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、
開
催
に
先
立
ち
、
宇
多

津
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
も

ボ
ー
ル
に
触
れ
て
も
ら
う
時
間
を

と
り
、
自
由
に
遊
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。

町
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な
教
室
を
行
い
、

地
元
に
キ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
育

成
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

の
命
を
大
切
に
f
な
ど
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
大
切
な
こ
と
を
た
く

さ
ん
教
え
て
も
ら
っ
た
子
ど
も
た

ち
。春

か
ら
は
み
ん
な
小
学
生
。
こ

の
経
験
を
通
し
て
、
小
学
生
に
な

る
こ
と
へ
の
期
待
も
一
段
と
高
ま

っ
た
よ
う
で
す
。

卒
園
式
前
に
、
こ
の
四
月
小
学

校
へ
入
学
す
る
年
長
児
の
た
め
に

お
別
れ
会
を
開
き
ま
し
た
。

初
め
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
ジ
ャ

ン
ケ
ン
列
車
な
ど
ふ
れ
あ
い
遊
び

を
し
て
い
く
う
ち
に
、
す
っ
か
り

み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ
顔
。

続
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
。
年

長
さ
ん
か
ら
は
、
手
作
り
の
オ
モ

チ
ャ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
年
少
・
年

中
さ
ん
か
ら
は
、
年
長
児
一
人
ひ

と
り
の
似
顔
絵
。
和
紙
で
少
し
ず

つ
貼
り
絵
を
し
て
心
を
込
め
て
作

り
ま
し
た
。「
似
て
る
か
な
ぁ
〜
」

と
か
「
ぼ
く
の
顔
そ
っ
く
り
！
」

と
か
言
い
、
う
れ
し
そ
う
に
自
分

の
顔
を
な
が
め
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
、
そ
の
ス
テ
キ
な

笑
顔
を
忘
れ
な
い
で
ね
！
そ
し

て
、
時
々
幼
稚
園
の
先
生
や
友
だ

ち
の
こ
と
も
思
い
出
し
て
欲
し
い

で
す
。

十
八
年
度
も
終
わ
り
の
三
月
、

年
長
さ
ん
よ
り
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ
た
四
歳
児
を
中
心
に
誕
生
会
・

お
別
れ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎

年
お
別
れ
会
は
、
四
歳
児
だ
け
で

担
当
し
て
い
ま
す
。
で
も
今
年
は

少
し
違
い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な

っ
た
緑
組
さ
ん
に
h
あ
り
が
と
う

の
気
持
ち
f
を
ぜ
ひ
伝
え
た
い

と
、
小
さ
い
ク
ラ
ス
の
先
生
や
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

布
シ
ア
タ
ー
、
歌
遊
び
、
楽
器

遊
び
、
手
遊
び
と
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
が
充
実
期
を
迎
え
、
自
信
に
満

ち
た
顔
で
h
あ
り
が
と
う
f
の
気

持
ち
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

「
緑
組
さ
ん
、
後
は
ま
か
せ
て
ね
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
、
四
歳

児
三
十
名
で
踊
っ
た
ソ
ー
ラ
ン
節

で
は
、「
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
、
ド
ッ

コ
イ
シ
ョ
」「
ソ
ー
ラ
ン
、
ソ
ー

ラ
ン
」
の
掛
け
声
で
会
場
が
一
体

に
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

心
を
込
め
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
い
っ

ぱ
い
の
思
い
出
を
持
っ
て
四
月
、

年
長
さ
ん
は
、
立
派
な
一
年
生
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

わ
か
く
さ
保
育
園
と
わ
か
く
さ

北
保
育
園
の
両
園
の
年
長
児
五
十

四
名
は
、
わ
か
く
さ
北
保
育
園
で

就
学
前
の
交
通
安
全
教
室
に
参
加

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
宇
多
津
交
番
の
藤
村

所
長
や
交
通
指
導
員
の
方
々
や
交

通
安
全
母
の
会
の
佐
藤
さ
ん
に
来

て
い
た
だ
い
て
、
お
話
を
聞
き
い

た
り
交
通
安
全
の
ビ
デ
オ
を
見
た

り
し
て
、
交
通
安
全
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
楽
し
み
な
が
ら
勉
強

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
を
読
む

会
の
方
々
に
よ
る
紙
芝
居
も
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
の
ビ
デ
オ
と
あ
わ
せ
て
h
一

人
で
遊
び
に
行
っ
た
ら
い
け
な
い

こ
と
f
h
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て

い
か
な
い
こ
と
f
そ
し
て
h
自
分

お
別
れ
会

青
山
幼
稚
園

3/7

守
ろ
う
命
、

守
ろ
う
交
通
安
全

わ
か
く
さ
北
保
育
園

3/6

た
く
さ
ん
の
思
い
出

は
た
い
せ
つ
な
宝
物

中
央
保
育
所

3/8
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10

今
年
の
冬
も
暖
冬
で
寒
か
っ
た

日
が
数
え
る
程
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
桜
の
花
も
季
節
が
分

か
ら
な
く
な
る
の
か
、
今
年
も
開

化
が
二
週
間
程
早
い
そ
う
で
す
。

さ
て
、
今
月
は
統
一
地
方
選
挙

の
月
で
す
。
自
分
た
ち
の
目
で
よ

く
見
極
め
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
先
月
三
、
四
日
は
「
町

家
と
お
ひ
な
さ
ん
」が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
沢
山
の
見
物
客
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
三
、

四
日
は
聖
徳
院
で
お
茶
会
を
、
そ

し
て
四
日
に
は
売
店
を
出
し
ま
し

た
。
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
楽
し
い
二
日
間
で
し
た
。

三
月
十
一
日
に
大
束
川
の
清
掃

を
し
ま
し
た
。
多
勢
の
方
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
あ
、
十
九
年
度
の
始
ま
り
の

月
で
す
。
二
十
八
日
に
総
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
運
動

会
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
皆

様
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
々

の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

■
卓
球
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、

一
輪
車
、
竹

馬
、
ホ
ッ
ピ

ン
グ
、
フ
ラ

フ
ー
プ
、
羽
子
板
、
パ
ソ
コ
ン

や
人
生
ゲ
ー
ム
、オ
セ
ロ
や
碁
、

将
棋
等
で
遊
べ
る
よ
。

■
図
書
も
い
っ
ぱ
い
é
い
も
と
よ

う
こ
作
幼
児
用
名
作
絵
本
や
、

こ
や
ま
峰
子
作
、『
い
の
ち
の

い
ろ
え
ん
ぴ
つ
』、『
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ル
』、『
花
よ
り
男
子
』
な

ど
の
コ
ミ
ッ
ク
も
あ
る
よ
。

■
土
・
日
曜
も
開
い
て
ま
す
。
お

迎
え
の
な
い
児
童
は
午
後
四
時

三
十
分
が
来
た
ら
帰
り
ま
し
ょ

う
。

み
ん
な
遊
び
に
来
て
ね
é

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
月
二

回
程
度
練
習

し
ま
す
。
ハ

ン
ド
ベ
ル
や

ト
ー
ン
チ
ャ

イ
ム
の
好
き
な
小
学
生
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

隔
週
水
曜
日

午
後
三
時
三
十
分
〜

▼
場
所

図
書
室

▼
指
導

国
友
　
浩
子
先
生

▼
参
加
者

小
学
生

▼
受
講
料

無
料

※
お
申
込
は
、
電
話
、
ま
た
は
、

は
申
込
用
紙
で
。

●
お
り
が
み
教
室

四
月
十
三
日
ª
午
後
三
時
三
十
分

●
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

四
月
十
五
日
∂
午
後
一
時
三
十
分

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
遊
び

四
月
二
十
七
日
ª
午
後
三
三
十
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
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雛
ま
つ
り
昔
の
ま
ま
の
街
す
じ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
か
つ
子

雛
人
形
の
作
る
技
術
は
、
室
町
時
代
シ
ナ
か
ら
伝
わ
っ
て
、
女
児
の
た

め
の
節
供
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
、
人
日
、
端
午
、
七
夕
、
重
陽
と
並

ん
で
五
節
句
の
一
つ
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
伝
統
歴
史
あ
る
行
事
と
し

て
継
承
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

電
柱
や
寒
の
新
た
な
供
花
あ
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
荷
葉
子

冬
ま
っ
た
だ
な
か
新
た
に
置
か
れ
た
供
花
。
作
者
は
明
治
四
十
三
年
生

ま
れ
の
九
十
七
才
。
今
も
矍
鑠
と
し
て
お
元
気
で
す
。
今
后
と
も
益
々
の

御
健
勝
と
御
健
吟
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

綾
田
ゆ
た
か
　
撰

孕
み
猫
枕
の
ご
と
く
横
た
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
よ
し
を

天
井
の
低
く
な
り
た
る
雛
の
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
す
み
子

こ
だ
わ
り
ぬ
卒
寿
の
母
と
桜
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
乃
理
子

顔
あ
げ
て
春
暁
の
野
を
歩
き
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
倭
文

桃
の
日
の
隊
列
を
組
む
鼓
笛
隊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
福
　
吉
美

鶯
の
谷
渡
り
聞
き
目
覚
め
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
壱
沙

道
し
る
べ
日
ざ
し
て
お
り
ぬ
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
貞
生

城
跡
の
詩
碑
に
ほ
つ
ほ
つ
春
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
た
け
を

這
ひ
子
雛
皆
顔
上
げ
て
飾
ら
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
昌
克

彼
女
乗
せ
ハ
ン
ド
ル
握
れ
ば
山
笑
う
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
荷
葉
子

雛
の
街
ひ
ね
も
す
人
の
波
ゆ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
来
た
け
し

日
の
温
み
掌
に
つ
つ
み
こ
み
蓬
摘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
光
峰

春
の
灯
の
点
れ
る
塩
の
街
を
瞰
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
か
つ
子

校
章
を
し
か
と
見
と
ど
け
卒
業
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
渕
よ
し
み
ち

ち
ち
は
は
に
光
の
お
よ
ぶ
雛
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
謙
太
郎

山
に
向
き
卆
塔
婆
を
立
て
り
涅
槃
西
風
　
　
　
　
　
　
　
綾
田
ゆ
た
か

我
先
と
槍
を
突
き
出
す
若
竹
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
せ
つ
子

雛
店
の
燈
し
こ
ろ
を
覗
き
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
た
か
ひ
ろ

桃
も
活
け
寿
司
も
つ
く
り
て
孫
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
香
川
　
樹
子

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
も
遊
び
に
お
い
で
よ
！

知
っ
て
い
ま
す
か
？

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
！

ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室
「
キ
ッ
ズ
・

ベ
ル
」
参
加
者
募
集
！

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

４



園
庭
に
、
創
立
百
年
記
念
に
植

樹
し
た
河
津
桜
が
初
め
て
咲
き
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
な
が
め
ま

し
た
。

平
成
十
九
年
三
月
を
も
っ
て
、

宇
多
津
幼
稚
園
創
立
百
年
の
全
て

の
記
念
事
業
を
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
様
、地
域
の
皆
様
、

関
係
各
位
に
は
、多
大
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
宇
多
津
幼
稚
園
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

四
年
前
、
宇
多
津
の
町
家
に
お

四
月
二
十
八
日
º
〜
五
月
六
日

∂
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間

中
、
四
月
三
十
日
∑
は
振
替
休
日

で
す
が
、
通
常
ど
お
り
燃
え
る
ご

み
の
収
集
を
い
た
し
ま
す
。な
お
、

五
月
三
日
∫
、
四
日
ª
は
燃
え
る

ご
み
の
収
集
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

町
民
の
方
が
角
山
環
境
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
ご
み
を
持
ち
込
ま
れ
る
場

合
は
、
五
月
三
日
∫
の
午
後
二
時

か
ら
四
時
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

牛
乳
パ
ッ
ク
（
ジ
ュ
ー
ス
の
紙

パ
ッ
ク
も
含
む
）
は
、
従
来
か
ら

資
源
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
ま

す
が
、一
部
燃
え
る
ご
み
や
雑
誌
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
等
と
一
緒
に
出
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
牛

乳
パ
ッ
ク
は
上
質
の
紙
と
し
て
再

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
写
真
の
よ

う
に
切
り
開
い
て
数
枚
を
重
ね
て

ひ
も
で
結
ん
で
別
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
酒
の
パ
ッ
ク
等

で
内
側
に
ア
ル
ミ
が
つ
い
て
い
る

も
の
は
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、
大
束
川
へ
の
不
法
投
棄

（
ポ
イ
捨
て
）
が
多
々
見
ら
れ
ま

す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
等
が
川
の
中

に
散
乱
し
て
大
変
見
苦
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
身
近
な
美

し
い
自
然
を
守
る
た
め
に
も
ポ
イ

捨
て
は
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
不
法
投
棄
は
法
律
で
罰
せ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄

（
ポ
イ
捨
て
）
を
し
て
い
る
方
を

見
か
け
た
ら
町
住
民
生
活
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
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ひ
な
さ
ん
を
飾
り
、
そ
の
お
雛
様

と
町
家
を
見
て
頂
き
、
宇
多
津
の

町
家
を
「
守
ろ
う
」「
保
存
し
よ

う
」
と
い
う
機
運
と
意
識
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
趣
旨
に
h
う
た

づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
f
と
い

う
小
さ
な
灯
を
と
も
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
ご

支
援
を
頂
き
大
き
な
灯
と
な
り
、

二
回
・
三
回
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
、
四
回
目
の
今
年
、
大
勢
の

方
（
約
三
万
人
）
に
ご
来
場
頂
き

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
、
お
雛
さ

ん
を
飾
っ
て
頂
い
た
お
家
の
方
、

出
品
出
展
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
、
ガ
イ
ド
や
駐
車
場
整
理
や

清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ

っ
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
、
報
道
関
係
者
な
ど
多
く
の

ご
支
援
の
お
か
げ
と
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
、
経
験
が
少
な
い
も
の

で
、
ご
迷
惑
、
不
行
届
き
な
ど

多
々
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
事
業

の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
今
後
と

も
引
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん

実
行
委
員
会
一
同

12

宇
多
津
幼
稚
園
創
立
百
年

記
念
事
業
終
了
の
お
礼

宇
多
津
幼
稚
園

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
四
回

「
う
た
づ
の
町
家
と

お
ひ
な
さ
ん
」

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の

ご
み
収
集
に
つ
い
て

牛
乳
パ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

河
川
へ
の

不
法
投
棄
に
つ
い
て

広告 

浜三番丁25-7（四国健康村前） 
営業時間／17:00～25:00・年中無休　@49-5339

と 

と 

の 

お店です!!!

広告 4/2 移転オープン 

場　　所 四国医療専門学校　本館1階　※駐車場完備 

月～金曜日　9:00～17:30　※土・日・祝日は休み 

お気軽にお問い合わせください。 @（0877）41-2345

受付時間 

学校法人  大麻学園 

四国医療専門学校 

四国医療専門学校附属 鍼灸治療院・接骨院 

宇多津町浜五番丁62-1



お
申
込
み
が
ま
だ
の
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
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―
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０
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宇
多
津
ビ
ブ
レ
で
は
、
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
、
地
域
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▼
内
容

毎
月
十
一
日
に
、
宇
多
津
ビ
ブ

レ
で
買
物
を
さ
れ
た
お
客
様
に

黄
色
い
レ
シ
ー
ト
を
お
渡
し
し

ま
す
（
一
部
店
舗
対
象
外
）。

そ
の
レ
シ
ー
ト
を
応
援
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
投
函
ボ

ッ
ク
ス
へ
投
函
す
れ
ば
、
集
ま

っ
た
レ
シ
ー
ト
の
合
計
金
額
の

一
％
に
あ
た
る
品
物
を
登
録
さ

れ
た
団
体
に
贈
呈
（
年
二
回
）

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
ビ
ブ
レ

@
49
―
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１
１
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が
ん
等
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
は
、
定
期
的
な
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
年
に
一
回

は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
町
で

は
、
検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。

13

今
年
度
初
め
て
の
が
ん
検
診
が

五
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

（
日
程
表
参
照
）

平
成
十
九
年
度

が
ん
検
診

月　　日 

受付時間 

対　　象 

内　　容 

料　　金 

結核・肺がん検診 胃がん検診 子宮がん・乳がん視触診・ 
乳がんマンモ検診 

大腸がん検診 
（容器回収日） 

（水） 
（木） 
（火） 
（水） 
（木） 
（月・祝） 
（火） 
（水） 

9 月12日 
9 月13日 
9 月18日 
9 月19日 
9 月20日 
9 月24日 
9 月25日 
11月28日 

（火） 
（水） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（火） 
（水） 
（木） 
（月・祝） 
（火） 
（水） 

5 月 8 日 
5 月 9 日 
5 月14日 
5 月15日 
9 月12日 
9 月13日 
9 月18日 
9 月19日 
9 月20日 
9 月24日 
9 月25日 
11月28日 

（火） 
（水） 
（水） 
（月） 
（水） 
（水） 
（水） 
（火） 

5 月 8 日 
5 月 9 日 
5 月30日 
7 月30日 
9 月 5 日 
10月24日 
11月28日 
1 月29日 

（火） 
（火） 
（木） 
（火） 
（木） 
（火） 
（火） 
（木） 
（木） 
（火） 

5 月15日 
5 月22日 
5 月24日 
5 月29日 
6 月14日 
7 月31日 
9 月 4 日 
10月25日 
11月29日 
1 月29日 

各地区 9:00～12:00 8:30～10:00 8:30～10:30

無　料 

40歳以上の方 

40歳以上の方 40歳以上の方 

・子宮がん・乳がん視触診検診 
　………20歳以上の女性 
・乳がん・マンモ検診 
　………40歳以上の女性 
（昨年受診した方は受けられません。） 

便潜血反応検査 
検診車による 
バリウム検査 

・検診車による子宮頸部がん検査 
・乳がん視触診検査 
・検診車によるマンモグラフィ検査 
　（乳房Ｘ線撮影と視触診検査） 

・子宮がん検診　　　700円 
・乳がん視触診検診　200円 
・乳がんマンモ検診　800円 

500円 1,100円 

問診・胸部Ｘ線 

70才以上の方は、無料です。 

平成19年度宇多津町住民検診日程表 

65歳以上の方は、 
医療機関や施設で 
の受診者以外、全 
員が対象です。 

希望者には、喀痰 
検査 

喀痰検査の方は 
600円 

申し込まれた方に 
は、検査セットを 
お送りします 

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

A
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
東
側
）
４
／
13
・
27

B
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
４
／
11
・
25

C
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
４
／
12
・
26

D
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
４
／
10
・
24

E
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。

毎
月
十
一
日
は
「
イ
オ
ン

幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

設置場所
1階食品売場

広告 

（マミーの横） 

自然素材クリーニング（ECO洗い）を 
毎日基本料金の半額でご奉仕しています!

（特殊品は除く） 

AM8:00～PM7:00　定休日／毎週水曜日　TEL 49-6278

会員様 
限り 

広告 介護付有料老人ホーム 

高齢者向け優良賃貸住宅 

★保証金は無料! ★全室個室でプライバシー保護 
★要支援から要介護5までの方のご入居募集中 

★ご入居公募中! ★町より家賃補助あり ★60歳からの安心生活 

（町内浜九番丁142－4）@49－9221 担当・氏家 

アミーユ・ホーム西隣り　Œ管理室　@41－0466 
（管理は合田不動産）町役場　@49－8012



『
禁
煙
マ
ラ
ソ
ン
』
と
は
、
一

九
九
七
年
に
始
ま
っ
た
禁
煙
サ
ポ

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
専
門
家

や
禁
煙
に
成
功
し
た
多
く
の
仲
間

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら

禁
煙
を
続
け
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

二
四
時
間
三
六
五
日
、
親
身
に

な
っ
て
の
サ
ポ
ー
ト
で
暖
か
み
の

あ
る
禁
煙
を
多
く
の
方
が
楽
し
ん

で
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

喫
煙
は
、
喫
煙
者
本
人
だ
け
で

な
く
、
知
ら
な
い
う
ち
に
そ
の
煙

を
吸
っ
て
い
る
周
囲
の
人
へ
の
健

康
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
も
の

で
す
。「
禁
煙
」
を
考
え
ら
れ
て

い
る
方
や
一
度
挑
戦
し
た
が
断
念

し
た
と
い
う
方
な
ど
、
禁
煙
支
援

ツ
ー
ル
と
し
て
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。（
禁
煙
に
つ
い
て
は
、

今
月
の
「
健
康
ひ
ろ
ば
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

▼
詳
細
は

禁
煙
マ
ラ
ソ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://kinen-m
arathon.jp/

▼
問
い
合
わ
せ
先

禁
煙
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

kinen-inf@
m
ua.biglobe.ne.jp

水
の
入
替
え
及
び
設
備
点
検
の

為
、左
記
の
期
間
中
休
館
し
ま
す
。

▼
期
間

四
月
二
十
三
日
∑
〜
二
十
八
日
º

▼
問
い
合
わ
せ
先

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル
　

@
49
―
４
７
７
０

町
学
校
教
育
課
は
、
学
校
に
お

い
て
、
発
達
に
遅
れ
の
見
ら
れ
る

児
童
に
対
し
、
学
習
・
生
活
支
援

を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

お
力
を
学
校
現
場
で
生
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
町
教
育
委

員
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会（
学
校
教
育
課
）

@
49
―
８
０
０
７

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
に
は
、

家
族
に
限
ら
ず
地
域
の
温
か
い
支

援
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な

「
人
間
杖
」
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

講
座
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
サ
ポ
ー
タ
ー
の
内
容

①
町
が
実
施
す
る
介
護
予
防
事
業

の
補
助
や
介
護
予
防
の
知
識
の

普
及
に
協
力

②
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
声

か
け
や
見
守
り

③
認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
や
家

族
へ
の
声
か
け

▼
研
修
日
程（
二
日
間
で
九
時
間
）

①
六
月
八
日
、
十
五
日

②
八
月
十
九
日
、
二
十
六
日

③
十
二
月
七
日
、
十
四
日

14

弁
護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談

健
康
な
生
活
へ
の
第
一
歩
は
、

あ
な
た
自
身
の
気
付
き
か
ら
…
！

「
禁
煙
マ
ラ
ソ
ン
」の
ご
紹
介

▼
相
談
日

五
月
八
日
∏

午
前
九
時
〜
正
午
（
要
事
前
予
約
）

▼
場
所

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
二
階

▼
費
用

無
料（
要
事
前
予
約
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会
　
@
49
―
０
２
８
７

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

休
館
の
お
知
ら
せ

※変更することがありますので、新聞紙上等で必ず確認してください。 

1 
∂ 

8 
∂ 

15 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

うちだ小児科医院 
（駒止町） 
146－2622

宇多津浜クリニック 
（宇多津町） 
156－7007
回生病院 
（室　町） 
146－1011

坂出市立病院 
（文京町） 
146－5131

永井整形外科医院 
（川津町） 
145－1177

三木内科胃腸科医院 
（宮下町） 
146－3658

赤沢病院 
（府中町） 
148－3200

西山脳神経外科病院 
（加茂町） 
148－3366

国重医院 
（元　町） 
146－5501

宇多津クリニック 
（宇多津町） 
156－7777

井上胃腸科肛門科クリニック 
（宇多津町） 
149－1700

22 
∂ 

29 
∂ 

30 
∑ 

内科及び小児科 外　　科 
聖マルチン病院 
（谷　町） 
146－5195

4月の休日当番医院 

教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

（
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

広告 

制服他…取り扱い店 
■山田衣料店（山下）@49-0980　■渡辺衣料店（栄町）@49-0816 
■長尾衣料店（栄町）@49-0155　■吉田衣料店（栄町）@49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校 

宇多津中学校 

— 広告 規定制服販売店 

ネームがすぐ入ります!

宇多津小学校・宇多津北小学校・宇多津中学校　指定店 

@４９-０１０３ 
●長袖シャツ●半袖シャツ 
●ブルマー●ハーフパンツ 
●ホッピングパンツ 
●エプロンセットには 

宇多津町伊勢町 
ネーム入れは 
無料です!



▼
研
修
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

▼
研
修
テ
ー
マ

・
「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
」

・
「
予
測
さ
れ
る
老
化
と
病
気
」

・
「
認
知
症
を
学
び
地
域
で
支
え

よ
う
」

・
「
下
肢
か
ら
の
衰
え
を
予
防
す

る
、
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」

・
「
歌
っ
て
、
笑
っ
て
、
楽
し
い

時
間
」

等
、
全
九
講
義

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
期
限

開
催
月
の
前
月
十
五
日
ま
で

セ
ン
タ
ー
の
二
月
の
相
談
実
績

（
延
人
数
）

・
総
合
相
談

介
護
・
日
常
生
活
…
六
十
七
人

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

…
…
…
…
…
百
六
十
三
人

医
療
…
…
…
…
…
三
人

所
得
・
家
庭
生
活
…
〇
人

苦
情
…
…
…
…
…
〇
人

そ
の
他
…
…
…
…
十
人

・
介
護
予
防
支
援
…
…
七
十
一
人

・
地
域
支
援
事
業
…
…
六
人

計
　
三
百
二
十
人

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
７
４
０

・
阿
野
　
稔

昼
／
@
49
―
０
９
５
３

夜
／
@
49
―
４
７
９
４

・
津
谷
　
一
雄

町
育
成
セ
ン
タ
ー

@
49
―
３
４
６
０

▼
そ
の
他

四
月
十
四
日
º
か
ら
活
動
を
始

め
ま
す
。
当
日
、
子
ど
も
さ
ん

は
運
動
の
で
き
る
服
装
と
上
靴

を
持
参
の
上
、
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
よ
さ

こ
い
を
踊
り
ま
せ
ん
か
。（
今
年

は
、
宇
多
津
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
歩
天
、
丸
亀
婆
沙
羅
ま
つ

り
な
ど
で
踊
る
予
定
で
す
。）

▼
練
習
日
程

毎
週
日
曜
日
　
午
後
七
時
十
五

分
〜
九
時

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
三
階

▼
参
加
費

一
〇，

〇
〇
〇
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
@
49
―
０
６
０
８
　
西
紋

・
@
49
―
２
０
０
２
　
池
田

友
だ
ち
と
「
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ

ガ
ヤ
」
そ
ん
な
中
で
自
律
心
を
養

い
、
日
々
の
活
動
に
活
気
あ
ふ
れ

る
「
輝
く
宇
多
津
っ
子
」
を
目
指

し
一
緒
に
活
動
で
き
る
お
友
だ
ち

を
待
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
学
年

新
小
学
四
年
生
〜
六
年
生

▼
活
動
日
時

四
月
十
四
日
º
よ
り
、
毎
週
土

曜
日
（
年
間
約
五
十
回
程
度
）

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

▼
場
所

宇
多
津
北
小
学
校
体
育
館

▼
参
加
費

月
一，

〇
〇
〇
円

▼
指
導
者

阿
野
　
稔
・
中
村
　
啓
二
・

松
本
　
浩
之

（
宇
多
津
体
育
協
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
）

▼
申
込
先
・
締
切
日

町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

@
49
―
３
４
６
０

新
規
申
込
者
は
、
所
属
校
・
学

年
・
氏
名
・
住
所
・
保
護
者

名
・
緊
急
連
絡
電
話
番
号
を
四

月
十
一
日
π
ま
で
に

▼
問
い
合
わ
せ
先

母
子
愛
育
会
こ
あ
ら
ん
ど
で

は
、
平
成
十
九
年
度
の
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

・
継
続
し
て
入
会
さ
れ
る
方

・
新
し
く
入
会
さ
れ
る
方

・
宇
多
津
町
へ
転
入
し
て
来
ら
れ

た
方

・
ご
自
分
の
子
育
て
が
落
ち
着

き
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考

え
て
お
ら
れ
る
方

な
ど
、
宇
多
津
町
民
で
育
児
に
関

わ
る
方
は
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
年
齢
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
も
お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
の
た
め
の
行
事
（
料
理
講

習
会
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
な
ど
）
や
、
お
子
さ
ん
も

一
緒
に
楽
し
め
る
行
事
（
遠
足
や

夏
祭
り
な
ど
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
。入

会
希
望
の
方
は
、
年
会
費
三

〇
〇
円
を
添
え
て
、
町
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

15

町
母
子
愛
育
会
会
員
募
集

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

生
徒
募
集

宇
多
津
踊
り
連「
夏
風
」

メ
ン
バ
ー
募
集

広告 

家族葬会館 

うたづ葬祭 

○140名収容可　○24時間受付 

（有）うたづ葬祭 

@49-2028

まごころ会員募集中 
会員の方は葬儀・法要 
基本料金10%割引 電話のみでOK

広告 

A0877－41－1099 
OPEN　6:00pm―3:00am 
宇多津町浜五番丁51番地4



皆
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
？
現

在
、
町
内
に
は
大
小
約
二
十
団
体

の
単
位
子
ど
も
会
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
単
位
子
ど
も
会

が
集
ま
っ
て
町
子
ど
も
会
（
宇
多

津
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
）
と
し
て
、
様
々
な
行
事
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
度

に
は
単
位
子
ど
も
会
の
チ
ー
ム
対

抗
で
ニ
ュ
ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
や
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
、

ま
た
個
人
参
加
で
き
る
キ
ャ
ン
プ

や
、
四
国
電
力
坂
出
発
電
所
の
見

学
、
科
学
の
不
思
議
教
室
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
行
事
に
参
加
す
れ

ば
、
異
な
る
学
年
の
子
や
他
の
校

区
の
子
と
友
だ
ち
に
な
れ
る
チ
ャ

ン
ス
が
広
が
り
ま
す
。

各
単
位
子
ど
も
会
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
お
世
話
い
た
だ
い
て
い
る
育

成
会
長
さ
ん
や
役
員
さ
ん
が
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
内
　
町
子
連
事

務
局

@
49
―
８
０
０
７

絡
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
連
絡
先

ド
リ
ー
ム
パ
ラ
ダ
イ
ス
内

事
務
局

@
49
―
９
８
８
９

I
49
―
９
８
９
８

▼
日
時
　
四
月
八
日
∂
〜
五
月
十

三
日
∂
の
毎
週
日
曜
日

午
前
九
時
〜
十
一
時

▼
場
所

町
三
号
公
園
内
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

▼
申
込
先

町
教
育
委
員
会

▼
申
込
締
切
日

四
月
六
日
ª

▼
参
加
費

一
人
一，

〇
〇
〇
円

（
当
日
集
金
）

▼
講
師

東
　
と
き
わ
・
河
村
　
佳
信

（
日
本
テ
ニ
ス
協
会
公
認
指
導
者
）

▼
日
時

四
月
一
日
∂

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

▼
場
所

宇
多
津
ビ
ブ
レ
前
〜
宇
多

津
臨
海
公
園
（
町
道
駅
公
園
線
）

▼
主
催

ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
協
議
会
事
務
局

（
町
産
業
振
興
課
内
）

@
49
―
８
０
０
９

▼
日
時

四
月
八
日
∂

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
頃
ま
で

▼
場
所

聖
通
寺
境
内

▼
内
容

・
国
、
町
重
要
文
化
財
御
開
帳

（
町
内
唯
一
の
国
宝
）

・
「
招
福
奪
走
」「
福
札
さ
が
し
」

な
ど
子
ど
も
向
け
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

・
宇
多
津
こ
が
ら
す
太
鼓

・
飲
食
販
売

・
植
木
市
、
露
店

▼
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

先
着
十
名
ま
で

参
加
費
一，

〇
〇
〇
円

申
込
期
限
／
四
月
三
日
∏
ま
で

▼
主
催

聖
通
寺
市
実
行
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
商
工
会

@
49
―
１
３
１
１

こ
の
よ
う
な
言
葉
を
ど
こ
か
で

耳
に
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
私

た
ち
知
的
障
害
を
も
つ
親
た
ち

が
、
子
ど
も
の
た
め
に
何
か
役
に

立
っ
て
あ
げ
た
い
、
何
か
し
て
あ

げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
作
り

あ
げ
た
会
で
す
。

二
カ
月
に
一
度
の
例
会
、
そ
し

て
、
講
師
を
お
願
い
し
て
の
講
演

会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
会
に
関
心
を
持
た
れ
た
方

は
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
連
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子
ど
も
会
会
員
募
集

宇
多
津
町

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
員
募
集

初
心
者
対
象
テ
ニ
ス
教
室

第
七
回

歩
行
者
天
国
歩
天
・
う
た
づ

「
桜
ど
お
り
」

聖
通
寺
市（
宇
多
津
春
市
）

開
催

（昨年の様子）



▼
日
時

四
月
十
五
日
∂
　
午
前
十
時
〜

▼
会
場

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

（
番
の
州
プ
ー
ル
西
隣
）

▼
講
師

川
西
　
玉
夫
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
香
川
の
み
ど

り
を
育
む
会
」
理
事
長
）

▼
定
員

五
十
人
（
当
日
先
着
受
付
）

▼
参
加
費

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

@
45
―
６
８
２
０

▼
参
加
費

・
子
ど
も
…
無
料
（
要
整
理
券
）

・
お
と
な
…
五
〇
〇
円

（
要
入
場
券
）

▼
定
員

各
部
二
〇
〇
名

▼
主
催

サ
ポ
ー
ト
マ
マ
　
モ
コ

モ
コ
・
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
８
０
２
０

▼
日
時

四
月
二
十
二
日
∂

午
前
十
時
〜
午
後
十
二
時
三
十
分

▼
講
師

北
山
健
一
郎
先
生

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

二
階
調
理
室

▼
定
員

小
学
四
年
生
以
下
の
お

子
さ
ん
の
親
子
　
十
六
組

▼
参
加
費
・
材
料
費

親
子
ペ
ア
…
…
…
五
〇
〇
円

▼
申
込
締
切
日

四
月
十
日
∏

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

@
０
９
０
―
７
５
７
３
―
８
８
２
５

※
平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
受
付

▼
日
時

四
月
二
日
∑

午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
一
時

▼
集
合
場
所

町
役
場
前

▼
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局
　
町
保
健
福
祉
課
内

担
当
／
今
津

@
49
―
８
０
０
３

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
、
本
身
障
協
会
に
入
会
し
て

楽
し
い
行
事
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
日
時

四
月
四
日
π

・
第
一
部（
受
付
／
午
前
十
時
〜
）

午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

・
第
二
部（
受
付
／
午
後
一
時
〜
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
二
時
三
十
分

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
　
視
聴
覚
室

▼
演
目

・
「
じ
ご
く
の
そ
う
べ
え
」

・
「
ふ
し
ぎ
な
た
け
の
こ
」

17

坂
出
緩
衝
緑
地
の
役
割
と

自
然
観
察
会
の
開
催

〈火災時の問い合わせは 145―4949〉

一般相談
家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、母
子・父子福祉問題、その他日常生活のあら
ゆる問題
4月3日（火）・10日（火）・17日（火）・24日（火）
午前9時30分～正午
町福祉センター相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

身体障害者相談
4月13日（金） 午後1時30分～4時
町福祉センター相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

弁護士による心配ごと相談（要予約）
5月8日（火） 午前9時～正午
町福祉センター
町社会福祉協議会　@49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　@49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　@49－0287

交通相談
毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　@49－8000

行政相談
4月20日（金） 午後1時～3時
町保健センター
町総務課　@49－8013

特設人権相談
4月13日（金）午前10時～午後3時
町保健センター2階
町住民生活課　@49－8002

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　@49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

毎週月曜日　午後12時30分～3時
やすらぎプラザ
町地域包括支援センター　@49－8740

毎週金曜日　午前9時～11時
町サポートセンター
町地域包括支援センター　@49－8740

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日
問

日

場

問

育児相談
身体計測・保健師相談・栄養士相談
4月20日（金） 午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　@49－8003

障害者相談（身体・知的・精神）
4月17日（火） 午前9時～11時
町役場1階保健福祉課
町保健福祉課　@49－8003

心理判定員によるこども相談（要予約）
子育てや子どもの発達に関する相談など
4月23日（月） 午後1時30分～4時30分
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

臨床心理士によるこころの相談（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
4月12日（木） 午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

子ども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
少年育成センター
少年育成センター　@49－4001

言語聴覚士によることばの相談（要予約）
4月26日（木） 午前9時～11時30分
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問･受付

日

場

問

日

場

問

日

問

日

場

問

日

場

問

町
身
体
障
害
者
協
会

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

お
花
見
の
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

京
都
か
ら
お
は
な
し
劇
場

「
玉
手
箱
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」が

や
っ
て
く
る
！

サ
ポ
ー
ト
マ
マ
　
モ
コ
モ
コ

「
親
子
体
験
教
室
・

母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
」

〜
ト
ン
ボ
玉
の
歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
、

ト
ン
ボ
玉
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〜
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広
報
う
た
づ
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す

広報うたづは、町役場1階窓口・保健センター窓口・ユープラザうたづ・宇多津郵便局・サポートセンターにありますので、自由にお取りください。
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ê建設課・産業振興課　　　kensetsu@town.utazu.kagawa.jp
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ê住民生活課・保健福祉課　jyumin@town.utazu.kagawa.jp

ê税務課　　　　zeimu@town.utazu.kagawa.jp
ê教育委員会　　kyouiku@town.utazu.kagawa.jp
ê保健センター　hoken-c@town.utazu.kagawa.jp
ê議会　　　　　gikai@town.utazu.kagawa.jp

N
o.527

広
報
う
た
づ

April.4/2007

「
う
ち
の
子
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
入

っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
安
心
し
て

は
い
ま
せ
ん
か
？

図
に
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
に
は
発

育
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
運
動
が
あ
り

ま
す
。
大
ま
か
な
流
れ
で
説
明
す
る
と
、

生
ま
れ
て
か
ら
一
歳
ぐ
ら
い
ま
で
は
寝

返
り
を
う
つ
な
ど
反
射
的
な
動
き
か
ら

徐
々
に
座
っ
た
り
歩
い
た
り
と
い
う
動

ム
に
あ
わ
せ
て
動
く
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
か
ら
だ
と
心
が
連
動
し
た
動
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
十

歳
ぐ
ら
い
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

複
雑
な
動
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
動
き
を
修
正
し
確
立
し
、
多
様
化

す
る
段
階
。
知
的
な
発
達
が
加
わ
り
、

言
わ
れ
た
こ
と
を
理
解
し
て
や
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
こ
の
年
代

で
す
。
そ
し
て
思
春
期
を
経
て
、
か
ら

だ
の
発
達
と
と
も
に
ね
ば
り
強
さ
や
力

強
さ
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
好
き
な
運
動

に
関
連
さ
せ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
か
ら
だ
と
心
の
発
達
と

の
関
係
か
ら
、
専
門
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を

始
め
る
の
は
、
中
学
生
か
ら
で
も
遅
く

は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
色
々

な
遊
び
を
と
お
し
て
、
様
々
な
動
き
を

覚
え
、
身
体
運
動
の
能
力
だ
け
で
な
く
、

知
性
や
社
会
性
を
育
む
こ
と
が
大
切
で

す
。だ

か
ら
と
い
っ
て
、
小
さ
い
頃
か
ら

通
っ
て
い
る
リ
ト
ル
リ
ー
グ
や
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
勝
敗
だ
け

に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
か
ら
だ
と

心
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
っ
て
い
る
か
を

よ
く
見
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（「
元
気
ア
ッ
プ
親
子
セ
ミ
ナ
ー
」
ブ
ッ
ク

『
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
！
』
よ
り
）

き
に
移
行
す
る
段
階
。
二
歳
ぐ
ら
い
か

ら
は
、
走
る
・
跳
ぶ
・
投
げ
る
な
ど
、

基
本
的
動
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
段

階
。
歩
き
回
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
環
境
を
知
り
、

な
か
ま
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
五
歳

ぐ
ら
い
か
ら
は
、
基
本
的
動
作
が
う
ま

く
な
る
段
階
。
動
き
を
組
み
合
わ
せ
た

り
、
自
分
の
動
き
そ
の
も
の
か
ら
リ
ズ

人口の動き（3／1現在）●人　口　…17,909人（＋82人）（男）8,807人（＋35人）（女）9,102人（＋47人）●世帯数　7,650世帯

専
門
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
の
は
中
学
生
か
ら
で
も
遅
く
な
い

〈
親
子
で
元
気
ア
ッ
プ
③
〉

各課メールアドレス

言われたことを理解して
やることができる段階
色々なスポーツを行う

色々な運動が
うまくできるようになる段階
動きを組みあわせる、リズムにあわせて
動くなど

色々な運動が
できるようになる段階
走る、とぶ、投げるなど基本的な運動

生まれつきできる運動の段階
寝返りをうつなどの反射運動、座ったり、
歩いたりなど基礎的な運動

〈子どもの発達と運動〉※この図はスポーツをすることを目指してつくられていますが、もち
ろん中学生になって特定のスポーツをしなくても、様々な選択肢がそこから広がります。そ
の場合にも、遊びでつちかった体験は様々な分野で生かされていきます。
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